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Abstract 

This paper reports on the creation and practice of using tasks for task-supported language teaching 

(TSLT). While focusing on TSLT, in which tasks are incorporated into the existing curriculum as a 

supplement, the aim is to construct a task bank to support the transition from PPP (Presentation-

Practice-Production) classes to TSLT. The results of the analysis on the changes in utterances during 

tasks with different levels of difficulty showed that (1) the number of utterances did not increase in 

proportion to the number of items (elements or information) included in the task, (2) tasks with more 

items and higher difficulty increased the range of expressions used by Japanese learners, and (3) the 

goal of the task presented in the role card made it possible to predict the intention of the utterance, 

leading to a tendency to tolerate inaccurate utterances. 

PPP TSLT

実践・調査報告
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成した。初級という性質上，生活の中で行う活動であるターゲット・タスクが対象となった

が，難易度を上げる際に，「リスト作成」や「比較」といった教育的タスクの要素を追加す

る方法をとり，Robinson（2007）の「教育的タスクの3項フレームワーク」に基づき，「a. 資

源指向変数：項目の多寡」ならびに「a.参加変数：意見収束／意見発散」に着目し，操作を

行った。なお，結果の比較がしやすいよう，タスクはロールプレイ形式に統一した。表4

に，タスクの内容・構成の詳細を示す。

予算 7000 円以内という制限の中で，

5 名分の注文内容について意見の合

致が必要

パートナーとパーティーの準備をし

ており，参加者 5 名で予算が 7000 円

であることを踏まえ，メニューを見

て何を注文するか相談する。注文が

決まったら，店員に注文を伝える。
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 「項目の多寡」とは，タスクに含まれる要素や情報の多寡を指し，松村（2012）は，具体

例として，間違い探しや絵の複製タスクにおける素材の複雑さ，ナレーション用のストーリ

ーに登場する人物の数を挙げている。本実践で「項目の多寡」を対象とした理由としては，

教師がタスク作成時に調整が可能なタスク内要因であること，比較的どの種類のタスクに

も含まれ汎用性が高いこと，先行研究の蓄積があり結果が比較しやすいことの 3 点が挙げ

られる。先行研究においては，項目数が多いタスクのほうが少ないタスクよりも，より正確

で複雑になるが，流暢さは下がることが報告されている（Robinson 2001，Michel 2011など）。

次に，「意見収束／意見発散」に関しては，意見収束タスクではターン交替や発話数が増え，

意見発散タスクでは，構文的および談話面で複雑になることが報告されている（Duff，1985）。

「意見発散」に当たるディベートのような意見を合致させてはいけないタスクは，初級レベ

ルでは作成しにくいことから，「意見収束」のプロセスを含むタスクと含まないタスクを作

成し，比較することとした。具体的には，「意見収束」のプロセスを含むことにより，発話

数が増加するか否かについて検討を行う。上記 2 つの要因を組み合わせ，項目が多く，意

見収束が必要なタスクを「難易度高タスク」，項目が少なく，意見収束のプロセスを含まな

いタスクを「難易度低タスク」とした（2）。タスク①「誘う」，タスク②「注文する」それぞ

れについて両タスクを作成し，合計 4 種類のタスクを実践に用いた。
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を支援するタスクの作成およびタスクを用いた実践について報告を行った。Robinson（2007）

の「教育的タスクの 3 項フレームワーク」における「a. 資源指向変数：項目の多寡」ならび

に「a. 参加変数：意見収束／意見発散」に着目し，難易度高タスクおよび低タスクを作成し

た。タスクを用いた実践を行い，発話データの分析を通して，「項目の多寡」および「意見

収束」が（1）タスク中の発話数ならびに（2）使用表現にどのような影響を及ぼすのか，

（3）focused task で使用が想定されている文法項目が出現するのかについて検討を行った。

その結果，以下のことが示された。

（1）発話数については項目数の増加に比例して必ずしも増えるわけではない。

（2）項目数が多い難易度が高いタスクでは，日本語学習者の表現の使用幅が広がる。

（3）タスクのゴールがタスクカードにて提示されていることにより，発話意図の予測が可

能になり，不正確な発話が許容される傾向がある。

　本実践は，作成したタスクの有効性の検証を主目的とした教室外での小規模な実践であ

ったため，今後は，TSLT の枠組みの中での実践を通して，効果的にタスクを作成・活用す

る方法について検討を行いたい。また，本実践で用いたタスク作成の際に対象としたタスク

の複雑性に関わる変数は，ごく一部であるため，その他の変数や，それらの組み合わせによ

る相乗効果についても，今後検討を行いたいと考える。
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